サクセス・ストーリー

１．サクセス・ストーリー　１

　　　１８９０年４月１２日は、小雨が降ったりやんだりする寒い日であった。今ここアメリカ合衆国中西部カンサス州の州都ウィチタから遠く離れたコロンバス村から、一人の少年が旅立とうとしていた。少年は今年１０歳になったばかりであった。貧しい開拓農民の長男として生まれ、２人の弟と３人の妹がいた。少年は貧しい家計を助けるため、小学校を終えないまま、遠く離れた州都ウィチタへ働きに出なければならなかった。少年はウィチタの小さな鉄工所の見習い職工として住み込みで働くことになっていたのである。コロンバスからウィチタまでは約２００ｋｍである。少年はこの道のりを徒歩で行かなければならないのである。午前５時、まだ幼い２人の弟ジェフとピートは眠っていた。少年の父親ロバートは毎年冬期間は東部の州に出稼ぎに行っており、この時期にはまだ帰って来ていなかった。その朝は一番年上の妹と、母のエリザベスがいつもより早起きをして、朝食の用意をしていた。朝食といっても、黒パンとミルクとトウモロコシの粗末なものであった。

　　　少年は幼くして家族と別れ、また友達と別れて遠くの街に働きに出なければならないことを悲しんでいた。しかしその悲しさを決して顔に出さず、平静を装っていた。母親のエリザベスは、長男のそのけなげさが分かるだけに、いっそう悲しみを深く感じていたが、顔にほほえみを忘れなかった。まだ幼い妹ナンシーはさずがに悲しみを押さえきれず、目のふちを真赤にしていた。

　　　少年は黒パンとミルクとトウモロコシの朝食を終えると、荷物をまとめ始めた。荷物と言っても、わずかの下着と衣類の他は小学校で使っていた何冊かの教科書のみであった。ほとんど着のみ着のままの出発であったが、ウィチタの鉄工所までたどり着けば、そこの社長がすべての面倒を見てくれることになっていた。

　　　ウィチタへの道のりは少年の足で、歩いて７日の道のりである。母親は７日分の宿賃と、わずかの干肉しか少年に持たせることが出来ないことを悲しく思った。しかし今の貧しさの中で宿賃を持たせるだけでも大変なことであった。母親は今日のこの長男の旅立ちを悲しんではいたが、１０歳までに育てたこの我が子の簡単にくじけない性格を知っていたので、遠くの街でも立派に働いてくれるものと信じていた。

　　　いよいよ出発の時が近づいてきた。母親のエリザベスはその時、ふと思い立って明日の食事のためにとっておいた、さつまいもがあることを思い出し、そのさつまいもをふかし始めた。

　　　出発の時、母親はいままでこらえていた涙を目に浮べながら我が息子に「こんなものしか持たせてあげられなくてゴメンナサイ」と言いながら、ふかしたさつまいもを渡した。少年はこのさつまいもがこの貧しい家の二日分の食料であることを知っていたので、その半分だけを受けとり、それを胸にいだいて出発した。そしてその胸のぬくもりをこの少年は一生忘れなかったのである。

（有）グッドライフ

２．サクセス・ストーリー　２

　　　やがて、この少年は一介の見習職工を振り出しに３０年後に、アメリカ最大の鉄鋼会社ＵＳスチールを創業することになるのである。少年の名前は、あのカーネギーホールで有名なアンドリュース・カーネギーである。カーネギーは後年自らの回想録の中でこの少年の時の旅立ちのことを克明に書いている。

　　　３０年の間には、何度もくじけそうになったことがあった。しかしその度に、あの朝母親がふかして持たせてくれた、さつまいものぬくもりを思い出し、それを母親のはげましの愛として受け止め、困難を乗りきったのだと。この母親のやさしさを忘れず、心の糧と出来るカーネギーの感受性の豊かさこそ、経営者として大成したカーネギーの特質だったのである。後年カーネギーを偉大なる人格の人と評している。２０年間カーネギーに師事し、成功哲学という書物を書いたナポレオンヒルは成功するための３つの要素ということを言っている。

　　　第１は　その仕事に関する知識と技術であり、これが２５％

　　　第２は　行動力であり、これも２５％

　　　そして、最後が感受性の豊かさであり、これが全体の５０％を占めるのだと！

まさにアンドリュース・カーネギーは感受性の豊かな人であったのである。また、この偉大な成功者、アンドリュース・カーネギーはその回想録の中で成功を別な角度からとらえ、その要件として目標ということをあげている。幼くして故郷を出て、見知らぬ街で住み込みで働いていた自分の心の中に、いつの日か成功し、沢山のお金を手にし、母親のエリザベスを、そして家族のものを幸福にするのだという目標が、常に頭から離れなかったことを告白している。その目標を達成することは、まさに燃えたぎるような欲望であったと。そして、その欲望の中には、どんな困難にもめげないぞという決意が秘められていたことを。

ここには、困難の中から身を起こし、功成り名遂げる成功者の典型的なパターンが見られる。目標を見失わなかったからこそカーネギーは成功したのである。

またカーネギーは自分の一生を振り返る中で、常に物事を肯定的に積極的にとらえ、物事の明るい面のみ見つづけたことを回想している。

能力を出せず失敗ばかりしている社員と対した時には、この男も徐々に成長しているんだという目で見、社長となってからも時々食べた、決しておいしいとは言えない社員食堂の定食も、わずか５０セントで食べられてありがたいという発想で、食べたことを回想している。

我々は日々どういう態度をとっているだろうか、失敗した社員を無能者ときめつけた目で見、社員食堂のきまりきった定食を不平をならしながら食べてはいないだろうか。カーネギーはまさに成功とは心構えの問題なのだということを、そして明るく前向きな心構えを持ち続けた者のみが成功するのだと言っているのである。

ナポレオン・ヒルはカーネギーに師事すること２０年、カーネギーの成功人生をつぶさに観察し、またその他の全米の成功者に直接インタビューし成功への１３階段とい本を著している。その本の中でナポレオン・ヒルは見事に、成功者の共通項を拾い出している。
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実日新書から出版されているこの本は内容も実に平易であり、一読すれば誰にでも成功ということが、知識や技術だけではなく心構えに大きく依存していることが一目瞭然である。　

さて賢明な皆さんには成功とは何かが良くお分かりになったことと思う。かの有名なワシントンのアーリントン墓地に眠るカーネギーの墓碑銘には次の様に記されている。

　　　「我よりも能力あるものを使い共に働けるわざを持てるものここに眠れり」

まさにカーネギーの人となりを表した名言であろう。

　　　さあ皆さん！自らのサクセスストーリーを創ろうではありませんか！

（有）グッドライフ

進行上の留意点

※　このゲームの目的は、人の話しを良く聴くことの重要さと気付かせることでありますが、目的を最初に言わないことです。

※　始めに資料を渡さずにインストラクターの朗読だけで行なって下さい。

※　サクセス・ストーリー１は、聴衆に目を閉じさせるとより効果的です。

※　サクセス・ストーリー１を読み終えたら、これから質問用紙を配ることを伝え、答えてもらって下さい。

※　全員が答えたことを確認してから答え合わせを行います。

※　１問１０点です。チームを作って平均点を出してもらいます。できればチーム名を考えてもらうと、その場の雰囲気が少しなごみます。

※　平均点が出たらそれぞれ発表してもらい、それを黒板若しくはホワイトボードに書きます。できれば皆さんに見えるものがいいでしょう。

※　自分の点数と、平均点をそれぞれで確認してもらいます。

※　次に、サクセス・ストーリー２に移りますが、その際、読み終えたらもう一度質問用紙を配り点数を出してもらうことを伝え「今度は、良く注意して聴いて下さい」と念を押し、朗読に入ります。

※　朗読を終え、質問用紙を配ります。同じように答えてもらって下さい。

※　全員が答えたのを確認してから答え合わせを行います。

※　サクセス・ストーリー１と同じように１問１０点の１００点満点で計算し、グループで平均点を出してもらい、先ほど書いた平均点の横に２回目の平均点を書き込みます。

※　１回目と２回目の比較して下さい。ほとんどは、２回目の方が平均点が上がっています。いかに気をつけて「聞く」ということが大切かを説いてください。

※　私達の人間関係のコミュニケーションがうまく行かないのは、大部分の場合、話し手に原因があるのではなく、聞き手にあるのです。コミュニケーションをうまく計るためには、聞き上手になることです。聞き上手になる第一歩は、相手の話を真剣に聞くという心構えを持つことを説いて下さい。
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